
2013 年 11 月 5 日  

各 位  

ANA ホールディングス株式会社  

財務企画・IR 部 

部長 福澤 一郎  

  

2014 年 3 月期 第 2 四半期決算説明会資料の一部訂正について 

  

  

2013 年 10 月 31 日掲載の「2014 年 3 月期 第 2 四半期決算説明資料」に、一部誤りがありましたの

で、下記の通り訂正させていただきます。 

なお、訂正済みの説明会資料は、当社ホームページ株主・投資家情報に掲載しております。  

  

記 

  

《9 ページ》 

 

【正】 
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次期経営戦略に向けて
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FY11
（当初計画）

FY11 FY12 FY13
（修正計画）

FY13
Q2

燃油費/燃料税 +0.50円（FY2011当初計画比）

為替と燃油市況の前提値
FY11当初計画：$1=80円、ドバイ原油$105
FY13修正計画：$1=100円、ドバイ原油$102

燃油費燃油費//燃料税燃料税 +0.+0.5050円（円（FY2011FY2011当初計画比）当初計画比）

為替と燃油市況の前提値
FY11当初計画：$1=80円、ドバイ原油$105
FY13修正計画：$1=100円、ドバイ原油$102

生産量/収入連動・その他費用 ▲0.75円（同上）
（空港使用料/機材賃借費/減価償却費/販売費/他）

生産量生産量//収入連動・その他費用収入連動・その他費用 ▲▲0.0.7575円（同上）円（同上）
（空港使用料/機材賃借費/減価償却費/販売費/他）

生産性関連費用 ▲0.33円（同上）
（人件費/外部委託費/整備部品外注費）

生産性関連費用生産性関連費用 ▲▲0.0.3333円（同上）円（同上）
（人件費/外部委託費/整備部品外注費）

コスト構造改革（ユニットコスト削減）の成果を確認し、完遂への取り組みを継続コスト構造改革（ユニットコスト削減）の成果を確認し、完遂への取り組みを継続
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12.60
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12.60
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12.70
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12.70
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10.0910.09 9.699.69 9.509.50 9.699.69 9.719.71

①【航空事業ユニットコスト】
航空事業セグメント*営業費用/（国内線座席キロ+国際線座席キロ）
（*FY12までは航空運送事業。以下同様）

②【航空事業（旅客）ユニットコスト】
航空事業セグメント*営業費用-（貨物郵便収入+その他収入）
/（国内線座席キロ+国際線座席キロ）

コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築

①外部研究に基づくグループコストの市場競争力強化
②間接人員削減目標の完遂に向けた施策整備
③「スクラップ＆ビルド」の観点からコストを全体最適化

コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築

①外部研究に基づくグループコストの市場競争力強化
②間接人員削減目標の完遂に向けた施策整備
③「スクラップ＆ビルド」の観点からコストを全体最適化

（円）

（単位：円）

燃油費込み
▲0.58

燃油費込み
▲0.58

燃油費除く
▲1.08

燃油費除く
▲1.08

3.49(+0.50)3.49(+0.50)

5.32(▲0.75)5.32(▲0.75)

3.89(▲0.33)3.89(▲0.33)

2.992.99 2.892.89 3.093.09 3.463.46

6.076.07 5.795.79 5.655.65 5.255.25

4.224.22 4.204.20 3.923.92 3.893.89

①
(燃油費除く）

②

13.2813.28

10.2910.29

12.7012.70

9.219.21

8.00

3.00

 

 

※赤字箇所について訂正しております。 

 

 



 

【誤】 
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次期経営戦略に向けて
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燃油費/燃料税 +0.50円（FY2011当初計画比）

為替と燃油市況の前提値
FY11当初計画：$1=80円、ドバイ原油$105
FY13修正計画：$1=100円、ドバイ原油$102

燃油費燃油費//燃料税燃料税 +0.+0.5050円（円（FY2011FY2011当初計画比）当初計画比）

為替と燃油市況の前提値
FY11当初計画：$1=80円、ドバイ原油$105
FY13修正計画：$1=100円、ドバイ原油$102

生産量/収入連動・その他費用 ▲0.75円（同上）
（空港使用料/機材賃借費/減価償却費/販売費/他）

生産量生産量//収入連動・その他費用収入連動・その他費用 ▲▲0.0.7575円（同上）円（同上）
（空港使用料/機材賃借費/減価償却費/販売費/他）

生産性関連費用 ▲0.33円（同上）
（人件費/外部委託費/整備部品外注費）

生産性関連費用生産性関連費用 ▲▲0.0.3333円（同上）円（同上）
（人件費/外部委託費/整備部品外注費）

コスト構造改革（ユニットコスト削減）の成果を確認し、完遂への取り組みを継続コスト構造改革（ユニットコスト削減）の成果を確認し、完遂への取り組みを継続
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10.0910.09 9.699.69 9.509.50 9.609.60 9.659.65

①【航空事業ユニットコスト】
航空事業セグメント*営業費用/（国内線座席キロ+国際線座席キロ）
（*FY12までは航空運送事業。以下同様）

②【航空事業（旅客）ユニットコスト】
航空事業セグメント*営業費用-（貨物郵便収入+その他収入）
/（国内線座席キロ+国際線座席キロ）

コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築

①外部研究に基づくグループコストの市場競争力強化
②間接人員削減目標の完遂に向けた施策整備
③「スクラップ＆ビルド」の観点からコストを全体最適化

コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築コスト構造改革完遂に向けて、対策メニューの再構築

①外部研究に基づくグループコストの市場競争力強化
②間接人員削減目標の完遂に向けた施策整備
③「スクラップ＆ビルド」の観点からコストを全体最適化
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燃油費込み
▲0.58

燃油費込み
▲0.58

燃油費除く
▲1.08
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▲1.08
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3.89(▲0.33)3.89(▲0.33)

2.992.99 2.892.89 3.093.09 3.463.46

6.076.07 5.795.79 5.655.65 5.255.25

4.224.22 4.204.20 3.923.92 3.893.89
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以上 


